
答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
備
え
て
、
平
成
28
年
１

月
か
ら
交
付
予
定
の
個
人

カ
ー
ド
番
号
が
確
実
に
本

人
に
渡
る
よ
う
に
、
本
人

の
顔
と
カ
ー
ド
の
写
真
を

認
証
さ
せ
る
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
と
カ
メ
ラ
の
購
入
費

で
あ
る
。

問　

財
政
課
の
思
い
や
り

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
１
億

円
追
加
と
あ
る
が
。

答　

今
回
の
追
加
で
ふ
る

さ
と
寄
附
金
は
総
額
５
億

円
と
な
る
。
５
千
万
円
は

返
礼
品
に
充
当
す
る
。

各常任委員会では、12 月定例会で付託になった議案・陳情等について審査を行いました。

● 総務常任委員会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会委 員 会 報 告

総
務
常
任
委
員
会（山

田
義
盛

委
員
長
）

☆  

第
２
次
曽
於
市
総
合
振

興
計
画
基
本
構
想
の
策

定
問　
第
１
次
総
合
振
興
計

画
（
平
成
18
年
～
27
年
）

と
第
２
次
総
合
振
興
計
画

（
平
成
28
年
～
37
年
）
の
違

い
と
課
題
は
何
か
。

　
答　

第
１
次
は
均
衡
あ
る

発
展
の
も
と
、
市
道
等
の
整

備
、
既
存
施
設
の
大
規
模

改
修
、
大
隅
の
農
村
加
工

セ
ン
タ
ー
や
消
防
施
設
の

新
築
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
重
点
を
置
い
て
き
た
。
第

２
次
は
人
口
減
少
を
課
題

と
し
て
、
定
住
促
進
、
少

子
化
対
策
を
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

☆ 

曽
於
市
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
に
関
す
る
条
例
の

制
定

問　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
万
全
で
あ
る
か
。

　
答　

国
・
県
と
の
や
り
取

り
は
基
幹
系
で
行
い
、
外

部
と
の
や
り
取
り
は
情
報

系
に
わ
け
て
、
他
か
ら

メ
ー
ル
が
入
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
の

流
出
防
止
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
の
取
り
扱
い
は

特
定
の
も
の
し
か
利
用
で

き
な
い
。

☆ 

曽
於
市
債
権
管
理
条
例

の
制
定

問　
債
権
の
放
棄
に
つ
い

て
、
時
効
の
援
用
で
範
囲

が
広
が
る
こ
と
は
な
い
か
。

ま
た
公
平
・
公
正
は
確
保

さ
れ
る
の
か
。

答　

時
効
が
満
了
し
た
も

の
を
自
動
的
に
放
棄
す
る

も
の
で
は
な
い
。
市
税
等

収
納
向
上
対
策
委
員
会
で

各
課
の
債
権
を
審
議
し
、

公
平
・
公
正
に
取
り
組
む
。

☆ 

曽
於
市
行
政
組
織
条
例

の
一
部
改
正

問　
人
口
減
少
が
進
む
中

で
の
組
織
再
編
で
あ
る
。

　
将
来
的
な
見
通
し
は
。

答　

職
員
数
は
出
向
職
員

を
除
い
た
実
員
３
５
０
人

を
基
本
と
し
た
い
。
将
来

的
に
は
総
体
的
な
見
直
し

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問　
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

は
将
来
的
に
は
民
間
に
委

託
す
る
の
か
。

答　

平
成
30
年
か
ら
民
間

委
託
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。

☆ 

曽
於
市
税
条
例
等
の

　
一
部
改
正

問　

今
回
の
改
正
は
、
延

滞
金
の
減
免
等
に
関
す
る

規
定
を
設
け
る
も
の
で
あ

る
が
、
市
民
へ
の
周
知
は

ど
う
す
る
の
か
。

答　

納
付
書
発
送
時
に
わ

か
り
や
す
く
周
知
し
た
い
。

☆ 

平
成
27
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算

（
所
管
分
）

問　

市
民
課
の
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
用
機
器
購
入
費
は

何
か
。

人気上昇中　うなぎ蒲焼Ｂセット

本市が
今後 10年間で
達成すべき将来像

豊かな自然の中で
みんなが創る

笑顔輝く元気なまち

（第２次曽於市
総合振興計画

基本構想より）
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
徳
峰
一
成

委
員
長
）

☆ 

そ
お
生
き
い
き
健
康
セ

ン
タ
ー

　

本
案
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
、

㈱
メ
ル
ヘ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に

指
定
管
理
す
る
も
の
で
す
。

問　
指
定
管
理
料
の
額
は
。

答　

会
社
側
と
協
議
し
て

指
定
管
理
料
を
決
め
た
い
。

意
見　

こ
れ
に
対
し
て
委

員
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
指

定
管
理
料
の
額
を
確
定
し

て
か
ら
議
会
に
提
案
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
意
見
が

あ
っ
た
。

☆ 

曽
於
市
立
図
書
館

　

本
案
は
、
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

に
指
定
管
理
す
る
も
の

で
す
。
公
募
の
結
果
、
２

者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
決
定
さ

れ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

意
見　

今
回
の
指
定
管
理

に
関
す
る
議
案
の
審
査
に

お
い
て
、
委
員
よ
り
、
指

定
管
理
料
、
協
定
書
の
内

容
な
ど
を
各
団
体
と
十
分

協
議
し
た
上
で
議
会
に
提

案
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

提
案
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

☆ 

平
成
27
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算

（
所
管
分
）

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
給
付
費
の
施
設
型
給
付

費
を
１
億
５
２
８
万
６
千

円
増
額
し
た
理
由
は
。

　
答　

市
内
の
認
可
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
は
12
月
１

日
現
在
、
定
員
９
４
０
人

に
対
し
て
１
０
４
５
人
が

入
園
し
て
お
り
、
入
園
者

の
増
加
に
よ
る
給
付
費
の

増
額
分
で
あ
る
。

問　

小
・
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
購
入
の
市
の
基
本
方

針
は
。

　
答　

学
校
で
教
職
員
が
使

用
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
台
数

が
多
く
リ
ー
ス
契
約
で
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
事

務
職
員
が
伝
票
処
理
用
に

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
台

数
が
少
な
い
た
め
購
入
し

て
い
る
。

問　
小
学
校
就
学
援
助
費

１
０
２
万
９
千
円
増
額
の

理
由
は
。

答　

年
度
当
初
受
給
者
を

１
６
１
人
と
み
て
い
た
が
、

１
７
８
人
に
増
え
る
見
込

み
の
た
め
の
増
額
分
で
あ

る
。

問　
保
育
所
整
備
事
業
費

補
助
金
２
８
３
５
万
円
の

内
容
は
。

　
答　

大
隅
中
央
幼
稚
園
が

平
成
28
年
６
月
に
、
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
開
設
を
め

ざ
し
増
改
築
を
す
る
た
め

の
増
額
分
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指定管理されている生きいき健康センター

認定こども園となる大隅中央幼稚園
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問　

財
部
荒
川
内
・
八
ヶ

代
線
の
立
木
補
償
は
。

答　

測
量
設
計
の
結
果
、

当
初
計
画
の
水
田
側
か
ら

で
な
く
、
山
側
か
ら
の
施

工
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

☆ 

平
成
27
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算
追
加

（
所
管
分
）

　

11
月
18
日
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
河
川
・
市
道
災
害

復
旧
費
１
１
８
３
万
円
の

増
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

問　
災
害
の
規
模
は
。

答　

農
道
７
件
、
水
路
７

件
の
災
害
が
発
生
し
た
が
、

い
ず
れ
も
小
規
模
で
応
急

作
業
で
対
応
し
た
。

問　
河
川
災
害
が
２
件
発

生
し
て
い
る
が
、
寄
州
の

除
去
対
策
は
で
き
な
い
か
。

利用者増が期待される花房憩いの森
（ジョギング大会）

立馬地区のほ場整備（大隅町）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
伊
地
知
厚
仁

委
員
長
）

☆ 

曽
於
市
道
路
占
用
料

　
徴
収
条
例
の
制
定

問　
占
用
料
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
定
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答　

国
が
定
め
た
基
準
が

基
礎
と
な
る
が
、
県
及
び

近
隣
市
町
の
状
況
を
み
て

決
定
し
た
。
条
例
制
定
に

よ
り
、
占
用
料
が
貴
重
な

財
源
に
な
る
。

☆ 

花
房
峡
憩
い
の
森
の

　
指
定
管
理
者
の
指
定

問　
森
林
組
合
へ
の
指
定

は
何
回
目
で
、
入
園
者
数

を
増
や
す
対
策
や
協
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

今
回
で
３
回
目
の
指

定
に
な
る
。
例
年
憩
い
の

森
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
、現
在
バ
ー
べ
キ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
の
利
用
者
も
増

え
て
い
る
。
協
定
に
つ
い

て
は
、
５
年
の
基
本
協
定

を
締
結
し
、
年
度
ご
と
に

も
協
定
を
結
ぶ
。

☆ 
平
成
27
年
度
曽
於
市

　
一
般
会
計
補
正
予
算

（
所
管
分
）

問　
立
馬
地
区
の
ほ
場
整

備
は
い
つ
ま
で
か
。

答　

立
馬
地
区
は
平
成
25

年
度
に
着
工
し
、
平
成
29

年
度
で
完
了
予
定
で
あ
る
。

問　
総
事
業
量
89
．３
ha
の

３
地
区
の
概
要
は
。

答　

新
坂
元
地
区
42
．３

ha
、川
床
地
区
34
．８
ha
は
、

今
後
県
営
畑
か
ん
事
業
で

整
備
を
実
施
す
る
計
画
で

あ
る
。
立
馬
地
区
12
．２
ha

の
み
、
農
山
漁
村
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付

金
事
業
で
整
備
す
る
。

問　
観
光
イ
ベ
ン
ト
助
成

事
業
の
桜
・
焼
肉
大
会
は

一
日
だ
け
で
な
く
長
期
間

で
き
な
い
か
。

答　

実
行
委
員
会
等
で
協

議
し
て
い
き
た
い
。

耕
地
課
関
係

耕
地
課
関
係

建
設
課
関
係

建
設
課
関
係

経
済
課
関
係

答　

復
旧
工
事
に
あ
わ
せ

て
対
応
し
た
い
。

陳　
情　
書

☆ 

大
規
模
鶏
舎
の
建
設

　
計
画
反
対
の
陳
情

（
全
会
一
致　
採
択
）

意
見　

本
委
員
会
は
、
陳

情
者
及
び
建
設
計
画
業
者

双
方
の
意
見
を
聴
取
し
た

結
果
、
隣
接
自
治
会
の
全

部
の
同
意
を
得
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
過
去
に
豚
舎
建

設
反
対
に
よ
り
事
業
を
断

念
し
た
事
例
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
建
設
計
画

業
者
は
さ
ら
な
る
飯
野
・

西
飯
野
自
治
会
へ
の
説
明

会
の
開
催
を
さ
れ
、
同
意

を
得
る
よ
う
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
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